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基幹物流構想、及び
構想実現に向けた要望について
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• 長距離幹線輸送を中心とした”深刻なトラックドライバー不足”への対応、Eコマース市場の急拡大による”物流ニーズの多様化・高度化”への対応”地球環
境の持続可能性を確保”するための物流ネットワークの構築等の物流業界に蔓延る課題解決は急務である。

• 基幹物流施設においては、より”安全”かつ円滑で”環境にもやさしい道路交通社会”の実現、より多くの人・モノが”快適で効率的に移動できる社会”の実
現、日本の経済成長と国民生活を持続的に支える”「強い物流」”の実現をビジョンに掲げている。

• 高速道路IC直結型とすることで、ダブル連結トラック･隊列走行トラック･自動運転トラック等の次世代モビリティの受け入れに対応した、次世代型基幹
物流施設を整備することを通じて、トラックドライバー不足の解消等に貢献し、国が推進する「ホワイト物流」を後押ししていく。

• 共同輸配送の拠点・フィジカルインターネットにおけるノードになるような施設整備を目指す。
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基幹物流施設 マスターコンセプト

“社会課題解決型 次世代基幹物流施設”
日本の幹線輸送を担う広域物流・地域物流の“結節点”として関東圏・

関西圏・中京圏に高速道路IC直結型の拠点を整備

中京圏
拠点施設
(検討中)

関東圏
拠点施設
（検討中）

関西圏
拠点施設

（京都城陽）
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伊勢湾岸自動車道
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京都市街地
エリア

大阪中心部
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神戸港
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広域首都圏
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京浜港

• 将来的に東名阪の幹線輸送を担う自動運転トラックについては、RoAD to the L4始めとする組織体･企業が2025年以降の
社会実装を目指し技術開発に取り組んでいる。

• 当社は、自動運転トラックによる幹線輸送の事業化を企図する㈱T2と、2023年6月より資本業務提携を開始。

京都府城陽市青谷先行整備地区にて
開発計画始動（2026年度竣工予定）

愛知県下を中心に候補地検討中
関東圏においても関西圏と

概ね同時期の竣工を目標に検討中
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2024年 2025 2026 2040

物流2024年問題

次世代モビリティ
自動運転トラック(T2等)・隊列走行トラック
ダブル連結トラック[実用化済]

基幹物流施設

フィジカルインターネット

高速道路IC

2025年以降の社会実装

2024年より到来
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基幹物流構想実現に向けたスケジュール

2026年度以降供用

基幹物流施設竣工時の供用は必須

2040年に実現

早期の基幹物流構想実現、ひいては物流危機回避に向けて、
次世代モビリティが往来する高速道路IC等関連インフラの円滑な整備が必須
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物件概要

完成イメージパース

宇治田原IC

三菱地所
開発施設

専用ランプウェイ

新名神高速道路

3

関西圏基幹物流施設の検討状況

① 次世代モビリティの往来が想定される高速道路、及び基幹物流施設と高速道路ICを

直結する専用ランプウェイの円滑な整備に係る支援

② 基幹物流施設の開発を後押しする都市計画等の策定及び改定･各種許認可

（市街化調整区域･保安林区域･農用地区域等に於ける許認可）取得に係る支援

2022/2/3 プレスリリース

所 在 地 京都府城陽市東部丘陵地青谷先行整備地区

敷 地 面 積 約119,000㎡（約36,000坪）

延 床 面 積 約277,000㎡（約83,800坪）

基幹物流施設整備に係る要望1

2024年度以降に開通予定の新名神高速道路・宇治田原ICの隣接地にて開発計画始動
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基幹物流構想実現に向けた全体イメージ

役
割

自動運転トラックなど
の次世代モビリティの
実用化

高速道路IC直結の自動化・
機械化などに対応した
高規格な物流拠点の整備

情報システムを駆使した輸
送効率化に資する
ネットワークの構築

解
決
要
素

長距離幹線輸送を
中心としたトラック
ドライバー不足の解消

次世代モビリティの受入拠点整
備、中継輸送の普及、庫内労働
生産性向上、激甚化する災害へ
の対応

トラック積載率の向上、荷
待ち時間の縮減、
運送効率化の実現

物流危機への対応
→次世代モビリティ普及･共同輸配送･フィジカルインターネット等の実現に向けた対応

運送会社荷主企業

不動産ディベロッパー自動車 メーカー
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①物流危機回避に向けた各プレーヤーのとりまとめ

基幹物流構想実現に係る要望2

国･地方公共団体

公民一体となった“物流危機”回避に向けた協力体制の構築

IT企業
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【参考】基幹物流構想実現に向けた国への要望
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① 次世代モビリティの往来が想定され

る高速道路、及び基幹物流施設と高

速道路ICを直結する専用ランプウェ

イの円滑な整備に係る支援

② 基幹物流施設の開発を後押しする都

市計画等の策定及び改定･各種許認

可（市街化調整区域･保安林区域･農

用地区域等に於ける許認可）取得に

係る支援

1. 基幹物流施設整備
に係る要望

① 物流危機回避に向けた各プレーヤー

のとりまとめ

② 幹線輸送における自動運転トラック

の普及に係る支援

③ フィジカルインターネットを担う各

プレーヤーが参加し易い仕組みの構

築支援

フィジカルインターネット実現に向けた第一歩

となる共同輸配送の促進支援

2. 基幹物流構想実現
に係る要望

• 自動運転車両構築・台数増への予算支援

• 自動運転車の遠隔監視のための高速道路近傍の

通信設備の充実化

• 自動運転車の実証・事業開始フェーズでの事故時

の支援に関する制度整備への着手
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